
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
６
５
回
）

「薩さ
つ

摩ま

の

瀬せ

戸と

」

～
ま
た
、
長
田

王
が
作
る
歌
一
首
～

隼
人

は
や
ひ
と

の

薩
摩
の
瀬
戸
を

雲
居

く

も

い

な
す

遠と
ほ

く
も
我わ

れ

は

今
日

け

ふ

見み

つ
る
か
も

巻
三
―
２
４
８

作
者
・
長
田

な
が
た
の

王
お
お
き
み

（
解
説
）
遠
く
筑
紫
の
涯は

て

ま
で
来
て
、
あ
の
隼
人
の
住
む
薩
摩
の
瀬
戸
を
、
空
の

か
な
た
の
雲
の
よ
う
に
遠
く
は
る
か
に
で
あ
る
が
、
今
日
初
め
て
こ
の
目
で

見
る
こ
と
が
で
き
た

・
こ
の
歌
の
題
詞
「
ま
た
、
長
田

王
が
作
る
歌
」
の
「
ま
た
」
は
「
ま
た
、

同
じ
旅
の
折
に
」
の
意
で
あ
り
、
本
シ
リ
ー
ズ
第
６
４
回
「
水
島
と
万
葉
集
」

に
記
さ
れ
て
い
る
長
田

王
が
「
野
坂
の
浦
（
熊
本
県
葦
北
郡
田
浦
あ
る
い

は
佐
敷
）」
か
ら
北
に
あ
る
「
水
島
」
に
渡
る
時
と
同
じ
旅
の
折
の
意
で
あ
り
、

こ
の
歌
は
「
野
坂
の
浦
」
か
ら
遠
く
南
に
あ
る
古
来
か
ら
潮
の
流
れ
の
速
い

こ
と
で
広
く
知
ら
れ
て
い
た
「
薩
摩
の
瀬
戸
」
を
実
際
に
、
は
る
か
か
な
た



に
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
対
す
る
深
い
感
慨
を
述
べ
た
歌
で
あ
る
。
と
の

説
が
あ
る
。

・
こ
の
歌
で
詠
ま
れ
て
い
る
「
薩
摩
の
瀬
戸
」
は
万
葉
集
の
中
で
詠
ま
れ
た
土
地

を
特
定
で
き
る
最
南
限
の
地
で
あ
る
。
と
い
わ
れ
て
い
る
。

・
日
本
歴
史
地
名
大
系
に
よ
る
と
、
こ
の
歌
に
詠
わ
れ
て
い
る
「
隼
人
」
は
古
代

の
南
九
州
の
地
域
と
そ
こ
を
本
拠
と
し
た
人
々
の
総
称
と
さ
れ
、
ま
た
、

「
薩
摩
の
瀬
戸
」
は
、
九
州
西
部
の
熊
本
県
と
鹿
児
島
県
の
一
部
に
ま
た
が
る

天
草

あ
ま
く
さ

諸
島

し
ょ
と
う

最
南
部
に
位
置
す
る
長
島
（
鹿
児
島
県
出
水
郡

い
ず
み
ぐ
ん

）
と
九
州
本
島
の
阿

久
根
市
の
北
西
部
に
位
置
す
る
黒
之
浜
と
の
間
の
狭
い
海
域
を
い
い
、
今

【
黒
之
瀬

く

ろ

の

せ

戸と

】
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

・
黒
之
瀬
戸
は
北
の
八
代
海
と
南
の
東
シ
ナ
海
を
結
ぶ
長
さ
約
３
ｋ
ｍ
、
最
小
幅

３
３
０
ｍ
の
狭
い
海
峡
で
あ
る
た
め
大
変
流
れ
が
速
く
特
に
大
潮
の
時
は
最

大
８
ノ
ッ
ト
（
時
速
約
１
４
．
４
ｋ
ｍ
）
の
急
潮
と
な
り
大
小
の
渦
潮
が
発
生

し
、
川
の
よ
う
に
ご
う
ご
う
と
音
を
た
て
て
、
水
が
激
し
く
岩
に
ぶ
つ
か
っ
て

白
波
を
あ
げ
、
大
渦
を
ま
い
て
流
れ
る
さ
ま
は
一
大
景
観
で
あ
る
。

・
黒
之
瀬
戸
は
古
く
か
ら
潮
流
の
速
い
航
海
の
難
所
と
し
て
知
ら
れ
、
九
州
地
方

の
船
乗
り
た
ち
は
「
一
じ
ゃ
玄
海
（
玄
界
灘
）
、
二
じ
ゃ
千
々
石
灘

ち

ぢ

わ

な

だ

（
現
・
長

埼
県
の
橘
湾
）、
三
じ
ゃ
薩
摩
の
黒
之
瀬
戸
」
と
い
っ
て
恐
れ
て
い
た
と
い
う
。



（
写
生
地
）
昭
和
４
９
（
１
９
７
４
）
年
に
黒
之
瀬
戸
に
面
す
る
鹿
児
島
県
北
西

部
に
位
置
す
る
「
阿
久
根
市
」
と
対
岸
の
「
長
島
」
に
当
瀬
戸
を
横
断
す
る
黒

之
瀬
戸
大
橋
（
全
長
５
０
２
ｍ
、
幅
７
ｍ
）
が
架
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
長

島
は
本
土
と
陸
路
で
結
ば
れ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
地
は
天
草
、
長
崎
方
面
へ
の

交
通
の
要
所
と
な
っ
た
。

・「
長
島
」
に
あ
る
黒
之
瀬
戸
自
然
公
園
「
う
ず
し
お
パ
ー
ク
」
か
ら
黒
之
瀬
戸

海
峡
と
大
橋
、
対
岸
に
阿
久
根
市
方
面
の
風
景
を
描
く
。
（
杏

花
）



（
公
共
交
通
機
関
等
）

・
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
折
口
駅
下
車
、
駅
前
か
ら
北
西
へ
バ
ス
で
約
４
キ
ロ
ほ
ど

の
漁
師
町
の
黒
の
浜
で
下
車
。

（
参
考
文
献
）

・
林
田
正
男
著
「
万
葉
の
歌
」
伊
藤
博
著
「
萬
葉
集
釈
注
」
・
日
本
歴
史
大
系
「
鹿
児
島
県
の
地
名
」
他


